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EU のバイオ燃料政策 
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(財) 国際貿易投資研究所 研究主幹 

 

 要約 

EU が京都議定書以降をにらんだ地球温暖化ガス排出の削減を実現する

ためには、二酸化炭素排出で大きな比率を占める輸送部門での削減が大き

な課題になる。このため、EU では新車の二酸化炭素排出規制に加えて、

輸送部門でのバイオ燃料の利用拡大を目指して課税インセンティブの導

入やバイオ燃料の利用比率の目標値を設定するなどの政策を実施してい

る。また、原料確保のために、03 年の共通農業政策（CAP）改革により

休耕地でのエネルギー作物の栽培自由化やエネルギー作物特別支援スキ

ームなどを導入した。こうした支援策の実施により、EU のバイオ燃料の

生産は近年大幅に拡大したが、まだ域内の需要を満たすまでには至ってい

ない。EU のバイオ燃料政策は、バイオ作物の生産拡大に伴う環境への影

響、バイオ燃料利用比率 10％の実現可能性などの問題も指摘されており、

これらの課題の解決が政策の実効性を占うカギとなる。 
 

 

 はじめに 

 

EU は京都議定書に従い、温室効

果ガスの排出量を 2008～12 年に 90

年比で 8％削減する義務を負ってい

る。07 年 3 月の欧州理事会は、この

目標を改めて確認するとともに、第

一次拘束期間（08～12 年）以降も、

さらに高い目標値を掲げた総括的な
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枠組みの設定が必要だとし、国連を

中心に 09 年までにこれを整えるべ

きだとの姿勢を鮮明にした。そして

20 年までの EU 独自の「ポスト京都」

目標として次のような野心的な合意

に達した。 

①EU は温室効果ガスの削減を、

他の先進国が同等な排出削減を約束

し、かつ新興経済国が適切な寄与を

行うという条件で、90 年比で 30％削

減する。 

②他の国々が国際気候変動交渉で

上記の譲歩を拒否する場合でも、EU

単独で最低 20％の削減を実現する。 

③第一次エネルギー使用において、

再生可能エネルギーの割合を最低

20％に引き上げる。 

④エネルギー効率の引き上げによ

りエネルギー消費を BAU（Business 

as usual）注 1）レベルで 20％削減す

る。 

ところで、EU の 20 年までの部門

別の温室効果ガスの排出予測によれ

ば、最も排出量の多い部門は、輸送

部門（年間 7,700 万トンで総排出量

の 61％）である（表 1）。このため、

EU では輸送部門での温室効果ガス

の排出を抑えることが全体の排出量

削減目標を達成し、エネルギー供給

の多様化を実現するうえで最も重要

であるとの判断から、輸送部門での

温室効果ガス排出の規制に乗り出し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（出所）欧州委員会、Biofuels Progress Report, 1.2007 

表１ EU25 における温室効果ガスの排出量の予測（2005～20 年） 

（単位：100 万トン／年、CO2 のみ） 
部門 排出量 

合計 126 
輸送  77 
住居  27 
第三次産業  24 
工業  19 
電気および暖房  -8 
エネルギー部門 -12 

http://www.iti.or.jp/

http://www.iti.or.jp/


 

58●季刊 国際貿易と投資 Winter 2007/No.70 

この部門での規制の方向としては

2 つある。一つは新車の二酸化炭素

排出量を規制することであり、もう

一つは自動車の燃料使用において二

酸化炭素の排出量が少ないバイオ燃

料の使用比率を高めることである。 

このうち、前者の新車の二酸化炭

素排出規制については、EU の欧州

委員会は 07 年 2 月、EU で販売され

る新車の二酸化炭素（CO2）の排出

に関し自動車メーカーに大幅な排出

削減を義務付ける規制案を発表した。 

自動車の CO2 排出量規制はそれ

まで、欧州の自動車業界と欧州委員

会の話し合いにより、08 年以降の新

車（乗用車）の平均 CO2 排出量を

140g/km 以下に削減するという内容

の自主規制で実施してきた。しかし、

大型乗用車や SUV（スポーツ多目的

車）の普及などで近年、排出量削減

の伸び悩みが続いてきたため、欧州

委員会では自主規制では排出量の削

減は困難と判断し、義務化を伴った

規制を導入することに方針転換した

ものである。規制案の最大のポイン

トは、エンジンの技術開発や車体改

良などによる自動車メーカーの平均

排出量を 12 年までに 130g/km とし、

10g/km はタイヤの改善やバイオ燃

料の利用促進で補い、最終的に EU

で販売されるすべての新車の平均排

出量を 120g/km にするというもので

ある。欧州委員会では業界の意見も

聴いたうえで、欧州理事会や欧州議

会での審議を経て、早ければ 07 年末、

遅くとも 08 年半ばまでには法規制

を成立させたいとしている。 

もうひとつの、輸送燃料の消費に

占めるバイオ燃料利用比率の引き上

げについては、前述の 07 年 3 月の欧

州理事会では輸送部門におけるガソ

リンとディーゼルの総消費に占める

バイオ燃料の比率を 20 年までに最

低 10％に引き上げるということで

合意に達した。 

本稿では、EU のバイオ燃料政策

に焦点を当て、バイオ燃料政策の概

要、10％の最低使用比率設定の背景、

バイオ燃料政策の課題等について明

らかにしたい。 

 

 Ⅰ EU のバイオ燃料政策 

 

2006 年 3 月の EU の首脳会議では

欧州のエネルギー政策の主要な目標

として次の 3 点を掲げている。 
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①エネルギーの安定確保を促進する。 

②安定的な法的枠組みの下で、EU

経済の競争力を確保するとともに、

エネルギー供給の確保を図る。 

③環境面での持続性を促進する。 

こうした大きなエネルギー政策の

枠組み中で、バイオ燃料は、①より

多くのエネルギー資源を利用すると

いう目標や化石燃料に対する依存度

を引き下げるという目標に寄与する、

②農業バイオマスからのバイオ燃料

の発展が、農業部門および農村地域

に対して、農業の多様化や雇用創出

などで幅広い機会を提供する、③環

境的、社会的に持続可能な方法で成

長と雇用を達成することを目指した

EU のリスボン戦略とも両立する、

などの点で大きなメリットがあると

位置づけられている。 

 

 １．バイオ燃料の需要創設のため

の政策 

以上のようにバイオ燃料はエネル

ギー資源の多様化、化石燃料への依

存度の引き下げなどの点で、大きな

メリットがあると考えられている。

しかし、バイオ燃料の製造コストが

化石燃料と比べて高いという現在の

価格関係においては、バイオ燃料の

利用拡大は支援政策がとられない限

り困難な状況にある。すなわち、バ

イオ燃料市場の発展は、EU や加盟

国のバイオ燃料に対する支援に大き

く依存しており、バイオ燃料購入の

際の課税インセンティブやバイオ燃

料の市場シェアの目標設定などが利

用拡大のカギをにぎっているといえ

る。 

このため EU では、バイオ燃料の

利用拡大を図るために、課税インセ

ンティブの導入や利用の目標値を設

定するなど、化石燃料のバイオ燃料

への代替の長期的な進展を目指した

政策を実施してきている。また、バ

イオ燃料の生産の発展は、農村地域

における収入や雇用を多様化するう

えで新たな機会を提供するものとし

て期待されている。 

 

 ａ）バイオ燃料指令による目標値

の設定 

EU では輸送部門におけるバイオ

燃料およびその他の再生可能燃料の

利用を促進するため、2003 年にバイ

オ燃料指令を制定し、バイオ燃料の

使用拡大のための目標を設定した。 
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同指令により設定された目標は、

EU レベルでのバイオ燃料の市場シ

ェア（燃料の総販売量に占めるバイ

オ燃料の比率）を 05 年に 2％、10

年に 5.75％にするというものである。

もっとも、この目標値は義務的なも

のではなく指示的（indicative）な目

標値（道義的なコミットメント）と

して位置づけられている。そして加

盟国はこの目標値を考慮に入れて

05 年のバイオ燃料の利用計画を作

成することが要請された。 

しかし、後述するように、近年バ

イオ燃料の生産と利用には大幅な増

加が見られるものの、05 年の EU 全

体でのバイオ燃料利用比率は推定で

1.0％にとどまっており、EU の政策

目標のレベルの半分の水準にとどま

っている。 

また、加盟国の目標値達成状況に

ついても、国によって大きなばらつ

きがある。バイオ燃料の利用比率が

高い国としては、ドイツの 3.75％が

突出し、スウェーデンの 2.23％がこ

れに続いているが、その他の国はい

ずれも 1％以下の低い比率にとどま

っている（表 2）。 

 

 ｂ）バイオ燃料指令の見直しと改

訂の動き 

前述のように 2003 年のバイオ燃

料指令で設定されたバイオ燃料の利

用比率の目標値は義務的なものでは

なかった。しかし、同指令はレビュ

ー条項（第 4.2 条）を設けており、

欧州委員会に対して、06 年末までに

バイオ燃料の利用の進展状況につい

ての報告を求めている。そして報告

書が「10 年の目標が、正当化されな

い、あるいは科学的に立証できない

理由で達成されそうにないと」と結

論付ける場合には、義務的な目標値

の導入を含むシステムの改善につい

てのプロポーザルを提出することを

求めている。 

すなわち、EU（欧州理事会）は同

指令の採択の時点で、10 年の目標値

を達成するためには参考値としての

目標値ではなく、より強力な目標シ

ステム（すなわち義務的な目標の設

定）が必要になるということを認識

していたと思われるが、中間的な 05

年の 2％の目標が達成されたかどう

うかについての欧州委員会からの報

告が出るまで判断を先延ばしにした

といえる。 
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 注；＊は 2006 年の数字。 
（出所）「バイオ燃料指令」に基く各加盟国からの報告 

（単位；％） 

表２ 加盟国におけるバイオ燃料利用の進展（2003～05 年） 

バイオ燃料のシェア 
加盟国 

2003 2004 2005 国家目標（2005） 
オーストリア 0.06 0.06 0.93 2.50 
ベルギー 0.00 0.00 0.00 2.00 
キプロス 0.00 0.00 0.00 1.00 
チェコ 1.09 1.00 0.05  3.70* 
デンマーク 0.00 0.00 データなし 0.10 
エストニア 0.00 0.00 0.00 2.00 
フィンランド 0.11 0.11 データなし 0.10 
フランス 0.67 0.67 0.97 2.00 
ドイツ 1.21 1.72 3.75 2.00 
ギリシャ 0.00 0.00 データなし 0.70 
ハンガリー 0.00 0.00 0.07 0.60 
アイルランド 0.00 0.00 0.05 0.06 
イタリア 0.50 0.50 0.51 1.00 
ラトビア 0.22 0.07 0.33 2.00 
リトアニア 0.00 0.02 0.72 2.00 
ルクセンブルク 0.00 0.02 0.02 0.00 
マルタ 0.02 0.10 0.52 0.30 
オランダ 0.03 0.01 0.02  2.00* 
ポーランド 0.49 0.30 0.48 0.50 
ポルトガル 0.00 0.00 0.00 2.00 
スロバキア 0.14 0.15 データなし 2.00 
スロベニア 0.00 0.06 0.35 0.65 
スペイン 0.35 0.38 0.44 2.00 
スウェーデン 1.32 2.28 2.23 3.00 
英国 0.026 0.04 0.18 0.19 
EU25 0.5 0.7 1.0（推定） 1.4 
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バイオ燃料指令のレビュー条項に

基づく欧州委員会の報告書（Boifuels 

Progress Report）は 07 年 1 月に提出

された。 

この報告書の中で欧州委員会は、

「EU は現在の政策を続ける限り、

10 年には 4.2％の市場シェアしか達

成できず、10 年の目標値（5.75％）

は達成されそうにない」と結論付け

ている。 

しかし、一方で、報告書は、「欧州

理事会と欧州議会は、バイオ燃料の

利用拡大がエネルギーの安定供給の

確保と温室効果ガスの削減に大きく

貢献することに対して自信を持つべ

きだと」としている。そして、EU

の輸送部門における石油依存を減ら

すという EU の決意をシグナルとし

て発信することが重要としており、

「将来のバイオ燃料の適切なレベル

は 20年に 10％ということになろう」

と述べている。 

結論として、報告書は、03 年のバ

イオ燃料指令を改訂し、①20 年のバ

イオ燃料比率の最低基準を 10％に

設定する、②環境に優しく安定的な

供給につながるバイオ燃料の使用を

奨励する、といった項目を盛り込む

ことを提案している。 

欧州委員会は、バイオ燃料指令の

改定案を 07 年中に提出する予定で

ある。 

 

 ｃ）課税インセンティブ 

2003 年 10 月に採択されたエネル

ギー課税指令により、特定の条件の

下で加盟国はバイオ燃料に対する課

税軽減または税免除を行うことが認

められるようになった。これらの課

税譲許は、国家の補助と見なされて

おり、実施するためには欧州委員会

の事前の認可が必要である。欧州委

員会の事前の認可は競争の不当なゆ

がみを避けるためのものであり、環

境保護に対する国家補助に関する

EU のガイドラインをベースに決定

されている。 

ちなみに、OECD の資料注 2）に

よれば、07 年 1 月現在、バイオディ

ーゼルについては、ほとんどの EU

加盟国が税控除（または税還付）を

導入しており、バイオエタノールに

ついても、税控除を行っていない国

はフィンランド、ギリシャ、イタリ

アなど一部の国にとどまっている。

税控除額はバイオディーゼルの場合
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はリッター当たり 0.2～0.3 ユーロ、

バイオエタノールの場合は同 0.3～

0.5 ユーロとなっている。 

 

 ２．共通農業政策（CAP）による

支援 

 ａ）CAP の市場・価格政策による

支援 

EU の共通農業政策（CAP）は、1992

年以降続けられてきた改革によって、

直接支援という形の市場価格管理型

の支援から、次第に生産から切り離

された形の所得支援に切り替えられ

ていった（デカップリング政策）。こ

の方向での最も新しい改革が 03 年

に実施された CAP 改革である。03

年の CAP 改革では、現在 EU のバイ

オ燃料生産の主要な原料となってい

る穀物の生産を増やし競争力を改善

するためのいくつかのスキームが導

入された。 

まず、92 年の改革では穀物市場の

需給バランスをとるために休耕義務

が導入されていたが、03 年の改革で

この休耕義務地におけるエネルギー

作物の栽培が可能になったことであ

る。休耕地では通常、農産物の生産

は認められていないが、（エネルギー

作物を含む）非食料農産物の栽培は、

エネルギーのためにバイオマスが利

用されることが契約によって、ある

いは農家によって保証されている場

合には、認められることになった。 

欧州委員会の資料注 3）によれば、

05 年においては EU の休耕地のうち

約 90 万ヘクタールが非食品の生産

に利用された（このうち 85 万ヘクタ

ールがバイオディーゼルのための油

糧種子の栽培に利用された）。休耕地

を利用した油糧種子の最大の生産国

はフランスとドイツであり、英国と

スペインがこれに続いている。 

さらに、エネルギー作物に対する

特別支援が 03 年の CAP 改革により

導入された。支援スキームは、①ヘ

クタール当たり 45 ユーロの奨励金

が、EU 全体で最大保証面積 150 万

ヘクタールの枠内で支払われる、②

申請が保証面積のシーリングを超え

た場合には、奨励金の金額はそれに

応じて減額される、が柱となってい

る。 

しかしこの支援スキームのスター

トから 2 年間の実績は、完全利用か

らほど遠く、補助対象となった面積

は 04 年が約 30 万ヘクタール（最大
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保証面積の 20％）、05 年が約 57 万ヘ

クタール（同 38％）であった。この

スキームを最も積極的に活用した加

盟国はドイツ、フランスおよび英国

であった。 

その他の CAP 市場・価格政策の下

でのエネルギー作物に対する支援と

しては、砂糖政策の改革が挙げられ

る。砂糖政策の改革については、05

年秋に EU の砂糖支援制度の改革に

関する政治的な合意が成立した。こ

れにより、バイオエタノールの生産

のために使われるてん菜は休耕地で

栽培することが出来るようになった。

また休耕地以外の栽培に対しては、

エネルギー作物に対する補助金が支

払われるようになり、生産割当から

除外されることになった。 

そのほか、欧州委員会は、市場政

策の下で介入在庫されたワインの蒸

留で得られたアルコールをエネルギ

ー目的のために販売することも行っ

てきた。しかし介入在庫ワインの利

用は散発的に行われたにすぎず、バ

イオ燃料生産の持続的な供給源とは

なっていない。また、05 年には、バ

イオエタノールの生産のためにライ

麦の介入在庫の入札が初めて実施さ

れた。 

 

 ｂ）エネルギー作物特別支援の見

直し 

前述のようにエネルギー作物に対

する特別支援スキームは 2004 年か

ら実施されたが、理事会規則 92 条に

基づき、欧州委員会は 06 年 12 月末

までにスキーム実施後 2 年間のスキ

ーム利用状況をレビューした報告書

を提出することが義務付けられた。

この報告書（＝「エネルギー作物ス

キームのレビューに関する報告書」）

は06年9月に欧州委員会からが欧州

理事会に提出された。 

前述のように、このスキームを使

って栽培されたエネルギー作物の栽

培面積は低い水準にとどまっている。

報告書はその理由として、①このス

キームは 04 年 5 月の EU 拡大前に始

まったことから中・東欧の新規加盟

国には適用されていないこと、②ス

キームの管理規則が複雑すぎること、

③エネルギー作物特別支援を受給す

るためには、農家が CAP の単一支払

いの申請を行う前に集荷業者／加工

業者との間で契約を締結する義務が

あり、農家が市場価格に応じて食品
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として販売するかエネルギー作物と

して販売するかを決定する際の弾力

性がない、などの点を挙げている。 

そのうえで、同報告書は、①07 年

からエネルギー作物支援スキームを

新規加盟国にも拡大する、②04～06

年の EU15 におけるエネルギー作物

の栽培面積が拡大傾向にあることに

加え、新規加盟国へのスキーム適用

の拡大、てん菜のエネルギー作物へ

の組み込みによる栽培面積の増加な

どの理由から、最大保証面積の拡大

措置が必要、③多年生エネルギー作

物への支援増大により現在の油糧種

子への過度の集中を回避する、④ス

キームの実施規則を簡素化する、な

どを提案している。 

欧州委員会による上記の提案に基

づき、エネルギー作物支援スキーム

の最大保証面積は07年には200万ヘ

クタールに拡大された。 

しかし、07 年における同スキーム

の申請栽培面積は最大保証面積を大

幅に上回わる 284 万ヘクタールに達

したことから、欧州委員会では 07

年の奨励金の支払いを 30％カット

（申請面積の 70％に対してヘクタ

ール当たり 45 ユーロを支給）する方

針を打ち出している（Agrar Europe, 

2007 年 10 月 19 日付）。 

 

 ｃ）CAP の農村地域発展政策によ

る支援 

市場・価格政策と並ぶ CAP のもう

ひとつの柱である農村地域発展政策

においてもバイオマスおよびバイオ

燃料に対する各種の支援が盛り込ま

れている。 

具体的には、2006 年の「農村地域

発展のための共同体の戦略的ガイド

ライン」の中で、欧州委員会は再生

可能エネルギーの分野（バイオ燃料

を含む）の主要な活動に対して支援

を行うよう加盟国に呼びかけている。

たとえば、非食品の生産分野におけ

る投資や職業訓練、革新的な新製品

の創造、再生可能エネルギー素材の

開発、バイオマス加工能力の発展な

どのための支援を行うことが推奨さ

れている。また EU の「07～13 年の

新農村発展政策」の中でも、バイオ

マス加工、バイオエネルギー生産設

備、および森林保有者による利用さ

れていないバイオマスの活用といっ

た部門の投資に対する支援が盛り込

まれている。 
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 ３．EU の地域政策による支援 

欧州地域発展基金の支援対象とな

っている地域の多く、特に中・東欧

諸国の農村地域では経済成長や雇用

を促進する上で、バイオマスの活用

が重要視されている。このため、バ

イオマス（バイオ燃料を含む）に対

する支援は EU の地域政策（結束政

策）の重要な目標ともなっている。

結束政策による支援は、バイオ関連

では、バイオマス生産農家の確保、

バイオマス生産者の機械設備の購入

やバイオ燃料生産設備への投資など

のインセンティブなどが主な支援対

象となっている。 

 

 ４．EU レベルでの研究・開発努力 

欧州委員会では、EU におけるバ

イオ燃料の生産と利用は依然として

発展段階にあり、バイオ燃料の利用

を増やすという目標を達成するため

には、成果を生むような研究・開発

努力が極めて重要であるとしている。 

EU 資金による研究はすでに、こ

れまでの EU のバイオ燃料産業の発

展と成長に役立っている。例えば、

1992 年 に 開 始 さ れ た

EUROBIODIESEL プロジェクトは、

バイオ燃料の生産や、バイオ燃料を

大きな技術的な問題なしにトラクタ

ー、バスおよび乗用車へ利用するこ

との技術的、経済的な可能性を追求

している。また、最近開始された

RENEW と NILE の統合プロジェク

トは、第二世代バイオ燃料のパイロ

ット・プラントによる大規模な生産

に重点を置いたものである。 

そのほか、欧州委員会では、第 7

次研究フレームワークにおいて、バ

イオ燃料の発展や、バイオ燃料産業

の競争力の強化のための支援を引き

続き行うことを提案している。優先

順位の高い研究は「バイオリファイ

ナリー」関連の研究、すなわちバイ

オマスを提供する植物のあらゆる部

位の有効活用方法の発見や第二世代

バイオ燃料技術の研究などである。 

 

 Ⅱ EU のバイオ燃料・バイオマス

の生産 

 

EU のバイオ燃料やバイオマスの

生産に対する支援の概要は以上のと

おりであるが、次に EU における実

際のバイオ燃料の生産動向やエネル

ギー作物の利用状況等について概観
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してみよう。 

近年 EU のバイオ燃料、特に EU

で生産されるバイオ燃料の中で主流

を占めるバイオディーゼルの生産は

大幅に増加している。欧州委員会の

資料注 3）によれば、2005 年におけ

る EU のバイオ燃料の生産は 390 万

トン（このうち、バイオディーゼル

が 320 万トン、バイオエタノールが

70 万トン）で、前年の水準を 60％以

上上回った。バイオ燃料の生産の大

幅な増加傾向は、06 年も続いており、

欧州バイオディーゼル委員会（EBB）

注 4）によれば、06 年のバイオディ

ーゼルの生産は前年比 53.6％増の

489 万トンに達した。また、欧州バ

イオエタノール燃料協会（eBio）注

5）によればバイオエタノールの生産

も 05 年の 9 億 1,300 万リットルから

06年には 15億 6,500万リットルに達

し、前年比 71.4％増の大幅な増加を

示した。 

バイオディーゼルの主要な生産国

はドイツが全体の 54.3％と最も多く、

次いでフランス（同 15.2％）、イタリ

ア（9.1％）、英国（3.9％）などが続

いている。また、バイオエタノール

の主要生産国はドイツ（全体の

27.5％）、スペイン（25.7％）、フラン

ス（16.0％）、スウェーデン（8.9％）、

イタリア（8.2％）、ポーランド（7.7％）

などである（いずれも 06 年）。 

このように EU のバイオ燃料の生

産は近年大幅な増加を続けているが、

EU のバイオ燃料市場シェアの目標

（05 年で 2％、10 年で 5.75％）と比

べるとまだまだ少なく、05 年のバイ

オ燃料の生産量は、EU の石油およ

びディーゼル消費全体の 1％以下の

水準にとどまっている。 

一方、バイオ燃料の原料であるエ

ネルギー作物の栽培を見ると、05 年

にエネルギー作物の生産のために使

われた総作付面積は EU 全体で約

280 万ヘクタールであった。このう

ち、90 万ヘクタールは休耕地での栽

培であり、ほぼ 60 万ヘクタールはエ

ネルギー作物生産支援スキームの下

での栽培、約 130 万ヘクタールが特

別な支援なしでの栽培であった。エ

ネルギー作物の総栽培面積は EU25

の総耕地面積の約 3％を占める。 

EU のバイオエタノールの生産は

原料として約 120 万トンの穀物およ

び 100 万トンのてん菜を使って行わ

れたと推定されている（04 年）。こ 
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（出所）欧州委員会、Fact Sheet “Biofuels in the European Union: An Agricultural 
Perspectiv” 

（単位；1,000 トン） 

表３ EU 加盟国のバイオ燃料の生産 

バイオディーゼル バイオエタノール  
2004 2005 2004 2005 

ドイツ 1,035 1,669 20 135
フランス 348 492 102 115
イタリア 320 396 - 6
オーストリア 57 85 - -
スペイン 13 73 194 243
デンマーク 70 71 - -
英国 9 51 - -
スウェーデン 1.4 1 52 123
フィンランド - - - 10
チェコ 60 133 - -
スロバキア 15 78 - -
ハンガリー - - - 28
リトアニア 5 7 - 6
ポーランド - 100 36 51
スロベニア - 8 - -
エストニア - 7 - -
ラトビア - 5 - 10
オランダ - - - 6
ギリシャ - 3 - -
マルタ - 2 - -
キプロス - 1 - -
ベルギー - 1 - -
ポルトガル - 1 - -
ワイン介入ストック - - 87 -
EU25 1,933.4 3,184 491 730
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れは、EU25 の穀物生産全体の 0.4％、

てん菜の生産の 0.8％に相当する。バ

イオエタノールの 4 分の 3 をてん菜

を使って生産しているフランスを除

くと、EU のバイオエタノール工場

の多くは穀物（主としてトウモロコ

シ、小麦および大麦）を使って生産

している。 

一方、EU のバイオディーゼルの

生産は 410 万トンのナタネを使って

行われたと推定されている。これは

EU25 のナタネ生産の約 40％に相当

する量である（04 年）。また 05 年は

ナタネ油の約 60％がバイオディー

ゼルの生産に使われたものと推測さ

れている。 

ちなみに EU 統計局（Eurostat）の

統計によれば、05/06 年度における

EU27 の穀物、油糧種子等の生産量

はトウモロコシが 5,575 万トン、て

ん菜が 1,275 万トン、ナタネが 1,582

万トン、ヒマワリが 674 万トンとな

っている。これら穀物・油糧種子の

生産国は、フランスがトウモロコシ

とてん菜で最大の生産国となってお

り、ドイツもてん菜の生産量が多い。

しかし、トウモロコシやヒマワリで

はハンガリーが、てん菜ではポーラ

ンドが、さらにヒマワリではルーマ

ニアが主要生産国として名を連ねて

おり、これら中・東欧の EU 新規加

盟国がバイオマス生産の大きな潜在

力を持つ地域として注目されている。 

 

 Ⅲ バイオ燃料の貿易 

 

EU が輸送部門におけるバイオ燃

料の利用比率の目標を達成するため

には、バイオ燃料の域内生産が増加

したとしても、短期的、中期的には

域外からの輸入が必要になるとみら

れている。長期的に、第二世代のバ

イオ燃料の生産が軌道に乗ってきた

場合には、EU 域内のバイオ燃料生

産能力は大幅に改善することになる

ものと期待されている。 

 

 ａ）バイオディーゼルの貿易 

EU のバイオディーゼルの輸入に

は 6.5％の従価関税が課せられてい

る。しかし、これまでのところ EU

は世界最大のバイオディーゼルの生

産国であるため、バイオディーゼル

の大規模な貿易は行われていない。

輸入大豆やパーム油から生産される

バイオディーゼルは、大きな問題な
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しにナタネ油のバイオディーゼルと

低い比率で混合することができる。

しかし、現在の EU が持っている技

術からすると、ナタネ油が最も効率

的な原料とされている。 

 

 ｂ）バイオエタノールの貿易 

バイオエタノールはいくつかの異

なる関税コードの下で貿易されてお

り、「変性および非変性アルコール」

の下で分類されているバイオエタノ

ールの輸入が最も多い。こうしたア

ルコールは、発展途上国から輸入さ

れた場合は、多くの場合、特恵的な

取り扱いで輸入されている。特恵的

な輸入は 2002 年から 04 年にかけて

年平均 250 万ヘクトリットル以上に

達した。しかし輸入されたアルコー

ルが燃料エタノールとして利用され

ているのかどうかについては、貿易

データから把握することは困難であ

る。このため欧州委員会では、輸入

されたエタノールがどの程度バイオ

燃料として利用されているのかを正

確に把握するため、バイオエタノー

ルの関税コードを見直す必要がある

と指摘している。また、最近「石油

と混合されたバイオエタノール」の

輸入量が増えてきており、ETBE（エ

タノールとイソブチレンの反応によ

り生成される含酸素燃料）とブレン

ドした形でも輸入されている。 

欧州委員会の資料注 3）によると、

バイオエタノールの EU への主要な

輸出国はブラジル、エジプト、グア

テマラ、パキスタン、ウクライナお

よび米国である。ウクライナなど一

部の国は EU への輸出において低い

関税率が適用されており、たとえば

パキスタン、エジプトからは無税で

輸入されている。02 年から 04 年に

かけて輸入の約 70％が特恵的な条

件（ほぼ 61％が無税、6％が低率の

関税）で輸入された。これらの特恵

は主として発展途上国からの輸入に

認められており、2 つの特恵制度、

すなわち、一般特恵関税（ラテン諸

国向け特恵関税、「武器を除くすべて

（EBA）イニシアティブ」を含む）

およびコトヌー協定の下で輸入され

たものである。 

 

 Ⅳ これからの課題（まとめ） 

 

これまで、EU のバイオ燃料政策

をめぐるいくつかの動きを概観して
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きたが、EU のバイオ燃料政策につ

いてはいくつかの問題点や課題も指

摘されている。 

例えば、2007 年 9 月に、OECD の

「持続的発展に関するラウンドテー

ブル」用の資料として Richard 

Doornbosch と Ronald Steenblik の 2

人 の 研 究 者 が 作 成 し た 資 料

（Biofuels： Is the cure worse than 

Disease）（OECD では同資料は OECD

や加盟国の正式見解を示すものでは

ないとしているが）は、世界中の政

府によりバイオ燃料部門に向けられ

ている大きな政治的、財政的支援に

も関わらず、バイオ燃料の利用を拡

大することが、環境やエネルギー供

給の安定確保にネットで恩恵をもた

らすという明確な証拠はないとし、

EU をはじめ世界で行われているバ

イオ燃料政策に対して根本的な疑問

を投げかけている。そのうえで、同

資料では、農地やその他の農業資源

を使ってバイオ燃料の生産を行うこ

とは、食糧と燃料の競合を招き、基

礎的な食品の価格上昇をもたらすと

指摘するとともに、バイオ燃料用の

作物を生産するために利用される土

地の拡大それ自体が生物多様性や環

境にネガティブな影響を与えること

になろうと述べている。 

こうした指摘に対して、欧州委員

会では、EU のエネルギー政策は二

酸化炭素の削減、エネルギー供給の

多様化を図る上で有効な政策であり、

指摘されている環境への悪影響につ

いても、仮にバイオ燃料の利用比率

が 14％になった場合でも、土壌汚染、

土壌の荒廃、生物多様性の喪失とい

った悪影響が出ることはないと反論

している。しかし、EU の各種資料

を見る限り、総論でバイオ作物の生

産拡大が環境面へのマイナスの影響

はないと断言しているものの、具体

的な論拠に乏しいように見受けられ

る。 

一方、前述のように、EU は 20 年

のバイオ燃料使用比率の目標を

10％としている。これは、現時点で

はまだ義務的な目標として確定した

ものではない。しかし、05 年の目標

2％に対して、現実の達成状況は約半

分の 1％という低い水準にとどまっ

ていることや、欧州委員会自体がプ

ログレスレポート（Boifuels Progress 

Report）の中で述べているようにバ

イオ燃料指令の 10 年の目標値

http://www.iti.or.jp/
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（5.75％）の達成は困難と見られて

いる。それにもかかわらず、欧州委

員会が同レポートの中で「EU とし

てバイオ燃料利用拡大の決意をシグ

ナルとして示す必要がある」という

理由で、20 年の目標値として 10％と

いう数字をかなり唐突に持ち出して

おり、この目標がどの程度、実現可

能性の裏付けを持って設定されたの

か疑問の残るところである。 

また、第一世代のバイオ技術は穀

物、油糧種子などのエネルギー作物

を使ってバイオエネルギーを製造す

るものであるが、近年のバイオ燃料

の原料としての農産物の利用拡大は、

穀物や油糧種子の市場価格の大幅な

引き上げをもたらしている。例えば、

前述の OECD 資料によれば、トウモ

ロコシの価格は 05 年平均のトン当

たり 109 ドルから 07 年 1 月～5 月 1

日の平均の 183ドルと 68％上昇して

おり、ナタネ油についても同期間に

669 ドルから 800 ドルへと 19％の上

昇を記録している。 

もうひとつの第一世代エネルギー

技術の問題点は、原料のエネルギー

作物が農産物であることから、その

ときどきの天候などの自然条件の変

動によってその作況が大きく左右さ

れるということである。 

例えば、バイオ作物の生産地とし

て期待されている中・東欧のハンガ

リーにおいては 06 年のトウモロコ

シ生産は 820 万トンと大豊作であっ

た。このため、ハンガリーエタノー

ル生産者協会によれば、同国では約

40 件のバイオエタノール製造工場

の建設計画が発表され、このうち 10

件の建設計画が政府に提出されてい

た。しかし、07 年のトウモロコシの

生産は一転して、春先の霜害や夏季

の大干ばつの影響により前年の生産

を 400 万トンも下回る 420 万トンへ

とほぼ半減する見通しとなった。大

凶作はトウモロコシ価格の大幅な上

昇をもたらしたことから、工場建設

を申請していた 10 社のうち、07 年

に実際に工場の建設に踏み切るのは

7 社にとどまるものと見られている

注 6）。 

いずれにしても、エネルギー作物

からバイオ燃料を製造するという第

一世代の技術に頼っている限り、こ

うした原料供給の不安定性は避けら

れないところであり、木くずや有機

バイオマスを使ってバイオ燃料を生

http://www.iti.or.jp/

http://www.iti.or.jp/


EU のバイオ燃料政策 

季刊 国際貿易と投資 Winter 2007/No. 70●73 

産する第二世代技術の実用化が緊急

の課題となっている。 

欧州委員会が各種資料で述べてい

るように、バイオエネルギー燃料の

利用拡大が、エネルギー資源の多様

化やエネルギーの供給確保に一定の

役割を果たすことは間違いないとし

ても、上述のような課題や問題点を

ひとつひとつ解決していくことが、

これからのバイオエネルギー政策の

遂行において求められていると言え

よう。 

 

注 1） IPCC （ Intergovernmental Panel on 

Climate Change）による二酸化炭素排

出量予測におけるシナリオの一つで、

二酸化炭素排出規制が行われなかっ

た場合の排出量を計算したもの。 

2） Richard Doornbosch と Ronald 

Steenblik、“Biofuels：Is the cure worse 

than Disease” 

3） 欧州委員会、Fact Sheet “Biofuels in 

the European Union; An Agricultural 

Perspective” 

4） 欧 州 バ イ オ エ ネ ル ギ ー 委 員 会

（EBB；European Biodiesel Board）。

ウ エ ブ サ イ ト は

http://www.ebb-eu.org 

5） 欧州バイオエタノール燃料協会

（ eBio ： European Bioethanol Fuel 

Association ）。 ウ エ ブ サ イ ト は

http://www.ebio.org 

6） AgraFood East Europe, October 4, 2007
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